平成２８年度事業計画
社会福祉法人　　春　秋　会
理　　　　念

「地域の高齢者福祉の需要に応え、社会福祉の進展に寄与する」
運　営　方　針

1、 利用者の人権の尊重と平和な生活空間の提供
2、 やさしい笑顔での介護
3、 開かれた施設作り（情報公開等の推進）
事　業　内　容
1、 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）

2、 短期入所生活介護事業・予防短期入所生活介護事業ショートステー）
3、 地域密着型通所介護・予防通所介護事業（デイサービス）

4、 訪問介護事業・指定予防訪問介護事業（ホームヘルプサービス）

5、 指定居宅介護支援事業
市　委　託　事　業

1、 岩槻区北部圏域地域包括支援センター松鶴園
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第１.　本部

1、 理事会の開催
第１回　　平成２８年　５月　　　　決算理事会
第2回　　平成２８年１０月　　　　補正予算理事会
理事長選任
理事長職務代理者の指名
第3回　　平成２９年　３月　　　　補正予算理事会

予算理事会

2、 評議員の開催
第１回　　平成２８年　５月　　　　決算評議員会
第2回　　平成２８年１０月　　　　補正予算評議員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　理事・監事選任評議員会
第3回　　平成２９年　３月　　　　補正予算評議員会

予算評議員会

3、 監事監査の開催
平成２８年　５月　　　　決算監事監査

4、 登記
平成２８年　５月　　　　資産総額変更登記
第2.　介護老人福祉施設

1、 目標
（1） 利用者様の人権を尊重し、敬う接遇を心掛ける。
（2） 利用者様に安全な環境を提供し、安心された日常を過ごして頂けるよう努める。
（3） 利用者様個々の自立支援に向けた援助計画に沿い各職種が相互に連携を図り統一された処遇及び援助に努める。
（4） 入所受け入れ体制を整えスムーズな入退所を実施することにより、稼働率目標は100％を目指す。
2、 介護士実施内容

（1） 利用者様が安全且つ安心して過ごせるように留意し、温かい配慮と笑顔の介護を実践する。
（2） 記録の充実と徹底
（3） 利用者様の状況を申し送り、職員が細かく状況を把握することにより、統一した援助に繋げる。
3、 看護師実施内容

（1） 医療ケアの機能の確立
（2） 疾病の早期発見、迅速な対応
（3） 看護体制の確立
4、 栄養士実施内容（短期入所生活介護・通所介護も準ずる）。

（1）栄養ケア計画の作成と実施（入居者のみ）

（2）適時・適温での食事提供及び衛生管理と食中毒の予防と防止

（3）喫食者への栄養・食健康情報の提供と伝統食・行事食の提供

（4）利用者様の年齢に適した食品選択と個別の療養食提供への支援を強化していく
5、 相談員実施内容

（1） 利用者様が快適な生活環境の中で、安全且つ安心され日常を過ごして頂けるよう、他職種との連携を保ち援助に努める。
（2） 利用者様、ご家族、及び各職種より情報を収集し、個々の自立支援に向けた個別援助計画を作成し、各職種との共有化し統一された処遇、援助に繋げる。
（3） 利用者様、ご家族等からの相談、要望、苦情等については迅速に対応し誠意を持ち解決に努める。
（4） 利用者様の健康を保つため、嘱託医、看護職、介護職の相互の連携を図り、又、医療機関の情報を収集しご家族、他職種へ繋げる。
（5） 施設入所の受入れは取扱規定、評価基準に則り申込受付を行い、円滑に入所手続へと繋がるよう努める。
（6） 地域社会との交流の一環として地域催し物への参加と、ボランティアの受入れを円滑に図る。
6、委員会・係会活動
（1）入所検討委員会　　：施設長、第三者委員、生活相談員、介護主任、看護主任にて構成し、欠員が生じたとき、その他必要のあるときに開催し迅速に入所検討を行う。

（2）研修委員会　　　　：各職種に必要な業務遂行の為、及び資質の向上を図るための研修実施を計画する。

（3）ｻｰﾋﾞｽ評価委員会 　：各フロアでの問題点の検討、対応を行い、統一したサービスの提供に努める。
（4）給食委員会　　　　：１階・・個々に合わせた食事形態の把握のため、食事摂取状況の観察をこまめに行い対応する。
　　　　　　　　　　　　 ２階・・個々に合わせた食事形態を早急に見直し対応する。個々の状態に合わせ、食堂の席の見直しを随時行う。
（5）入浴委員会　　　　：１階・・職員間での意見交換を行い、安全且つ快適な入浴の改善に努める。又問題点を早期検討、改善に努める。
　　　　　　　　　　　　 ２階・・利用者の状態に合わせ無理のない入浴体制を心掛ける。
（6）排泄委員会　　　　：１階・・個々に合わせた適切な介助を行えるよう、状況把握と情報の共有化を実施しより良い排泄環境作りに努める。
　　　　　　　　　　　　 ２階・・個人に合わせた排泄環境を作る。又、情報を早急に見直し職員間で統一した対応を行う。
（7）環境美化委員会　　：１階・・入居者の生活用具の衛生管理
　　　　　　　　　　　　　　　　 住空間の清潔を保ち、常に居室の整理整頓を心掛ける。各職員が生活用具、また住空間を快適に保つよう、各自でも意識を持つ。

　　　　　　　　　　　　 ２階・・入居者の生活用具の整頓と清潔で日々過ごしやすい空間を提供する。
（８）身体拘束廃止委員会：月一回委員会部会にて日常ケアの見直しを行い「拘束をしない介護」の工夫を検討。緊急止むを得ず身体拘束をする場合は委員会による緊急カンファレンスの開催。夜間時等責任者不在の場合は、責任者に連絡の上指示を仰ぎ翌日カンファレンスの開催。部会において日々の記録を元に拘束内容を廃止に向け検討を行い、委員会において検討決定を行う。
（10）衛生委員会　　　 ：各部門の責任者、産業医で構成。月一回の定期開催を通し、法人全体の職場環境について検討を行う。

（11）感染症予防委員会 ：6月・12月・2月と定めて委員会を開催する。また、発生時に於いては随時開催し対策を講じ感染症の蔓延を防ぐ。
（12）事故発生予防委員会：事故発生の防止及び発生時対応の指針に則り、ヒヤリハット事例の検討、状況報告書の事例、事故報告書の事例の検討、月1回委員会を開催する。対策等講じた際に事故防止対策委員会に報告を行い、改善策等の周知徹底を図る。
7、防災管理

　　　社会福祉法人春秋会の防災計画に則り計画する。

（1）目標　：利用者の生命及び財産の安全確保と災害発生時の迅速な対応を図る。

（2）実施内容：ア、防災訓練・自主点検・防災教育の実施
8、施設管理・環境整備

（1）目標　　：利用者が快適に過ごせるように、管理、整備を迅速に行う。

（2）実施内容：ア、年間行事計画通りの点検、掃除、検査の実施

イ、修理の迅速対応

ウ、機器、車輌、保険管理の実施
9、年間行事計画

	実施月
	施設行事
	地区行事等
	健康管理
	栄養・調理
	防災管理
	施設管理・環境整備

	４月
	桜の花見
	
	
	開園記念弁当
	
	

	５月
	ピクニック
	
	
	端午の節句弁当
	防災訓練　　　　　(夜間想定）
	全館害虫駆除

ガラス清掃

	６月
	運動会
	
	利用者健診
	
	防災自主点検
	業者清掃厨房排水掃除

業者床清掃

	７月
	七夕


	
	利用者健診

介護職健診
	七夕行事

土用の丑
	
	

	８月
	
	地区

盆踊り
	
	
	
	特別浴点検

ﾚｼﾞｵﾈﾗ菌検査

	９月
	敬老会
	
	
	敬老の日お祝い膳

おはぎおやつ
	防災設備点検
	業者床清掃

厨房排水掃除

ｶｰﾃﾝ交換

	１０月
	秋祭り

ピクニック
	
	居住棟消毒

大腸癌健診
	
	防災訓練

(夜間想定）
	

	１１月
	
	
	ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ予防接種
	握り寿司
	
	全館害虫駆除ガラス清掃

	１２月
	クリスマス会
	
	
	ｸﾘｽﾏｽ会献立

年越し蕎麦
	防災設備点検
	業者床清掃・厨房排水掃除

	１月
	年頭挨拶

初詣
	
	全職員健診
	おせち料理

七草粥
	
	

	２月
	節分
	
	
	ﾊﾞﾚﾝﾀｲﾝﾃﾞｰおやつ

節分御祝い弁当

握り寿司
	
	ﾚｼﾞｵﾈﾗ菌検査

	３月
	ひな祭り
	
	
	ひな祭り弁当

ﾎﾜｲﾄﾃﾞｰおやつ

おはぎおやつ
	防災設備点検
	業者清掃厨房排水掃除　

受水槽清掃・業者床清掃

受水槽点検

	備考
	毎月第1・3月曜：外出デー
毎月第4土曜：誕生会
毎月第1火曜：美容室
毎月第2月曜：理容室
毎月第2・4木曜：移動パン
	※肺炎球菌予防接種

　（該当入居者随時）

・毎週火曜日：　

嘱託医診察
・毎週月曜日：

訪問歯科

・体重・体温・血圧測定：月1回
・全体会議

・勉強会
・給食会議
・身体拘束会議
・感染症対策委員会

・新人職員研修
	・毎月1回：

おにぎりの日
・毎月3回：

選択メニュー
・毎月1回：ｻﾝﾄﾞｲｯﾁの日
・毎月1回第4土曜日：誕生日献立
	
	毎月検査
電気保安点検

エレベーター
毎週1回：一般浴清掃
毎週2回：
第1やまぶき清掃火曜・金曜


10、ボランティア活動・クラブ活動

　　クラブ活動

・いきいきクラブ・体操クラブ・手工芸クラブ・うたごえクラブ

　　ボランティア協力によるクラブ活動

　　　・生け花クラブ・書道クラブ・折り紙クラブ

　　ボランティア活動（レクレーション他）

　　　・恵月会（毎月第４木曜）・アンサンブルたちばな（毎月第3水曜）

　　　・コーロドルチェ（1,4,7,10月第４土曜）・槻の森混声合唱団（2.5.8.11月第４土曜）・ハーモニカ個人（大友先生）（不定期）・かりんハーモニカ（ﾊｰﾓﾆｶ）、きのこ（不定期）、折り紙（石塚先生）（第1木曜日）
　　ボランティア活動（洗濯たたみ他）

　　　・長生会・たんぽぽ会・つくしの会・傾聴ボランティアみかん

　　　・区老連婦人部（ディサービス）・個人ボランティア（原口様・新井様・加藤様・本田様・伊藤様・塚越様・千葉様・兵頭様・古茂田様）

第3.　短期入所生活介護

　1、目標
（1） 利用者様の在宅生活が、継続的に維持できるよう、介護支援専門員、利　　　用者様、ご家族等より情報、要望を収集し在宅での生活に近い日常生活動作がとれるよう援助に努める。
（2） 安心される環境、及び安全な環境を提供し利用者様の人権を尊重し敬う接遇に努める。
（3） ご家族の介護負担が軽減されるよう、介護支援専門員、ご家族からの要望に応えられるサービスを目指す。
（4） 緊急受入れを考慮し、利用率80％を目標にする。
　2、介護士実施内容
（1）希望に添える介護の提供。
（2）身だしなみ、更衣の確認と実施。

（3）利用時、持込物品の徹底管理。
　3、看護師実施内容

　（1）専門知識に基づく観察力、評価、判断力に対する適切な対応。

　（2）他職種や家族との協働
　4、栄養士実施内容

　（1）特別養護老人ホームに準ずる。
5、相談員実施内容

（1）介護支援専門員、ご家族等より情報及び要望を得、個別援助計画に取り入れ個々の自立支援が図れるよう、又、統一された接遇が図れるよう、他職種との連携を密に取り在宅生活の維持が出来るよう援助に努める。

（2）円滑な入退所を図る為に介護支援専門員、ご家族及び他職種との連絡調整に努める。

（3）緊急時には、他職種との連携を図りながらご家族、医療機関、介護支援専門員への連絡を迅速に努め対応する。

（4）安全な送迎に徹する。

（5）苦情発生時には、誠心誠意を持ち、迅速な対応に努める。

第4.　訪問介護

1、目標

　　利用者様の生活の自立性を目指して、在宅生活が継続できるよう支援する。
2、実施内容

（1）利用者様の生活習慣、価値観を尊重する。
（2）利用者様の精神、身体状況の把握に努める。
（3）生活基盤を整えて、自立性の拡大を図る。
（4）苦情発生時には、迅速な対応をする。
第5.　地域密着型通所介護

1、目標

　　　　　利用者様の意思を尊重し、個別のニーズ、身体状態に応じたサービス提供及び自立支援に努める。より充実した内容でサービス提供が行えるよう各種サービスの見直しを図り、利用率の向上を目指す。
　　　　1日平均利用者数13人を目標とする。
2、実施内容

（1） 居宅介護計画に基づきながら個々のニーズに応じた通所介護計画を立案　　　し、個別援助計画に沿ったサービス提供を実践する。
（2） 安心して過ごせる空間、安全で快適な環境を整え、個々の心身の状態に　適した介護を行う。
（3） 定期的なミーティングと引き継ぎノートを活用し、利用者に関する共通の認識と情報の共有化を図り、統一した介護を行う。
（4） アクティビティ活動では身体機能の維持、向上を図れるような内容をバランスよく取り入れ、実施する。また、四季折々の行事活動の充実を図る。
（5） 定期的な送迎コースの見直しを図り、効率性を高めると共に安全な送迎に徹する。
（6） 苦情発生時においては誠心誠意、迅速な対応に努める。
3、年間行事計画

	４月
	お花見
	８月
	
	１２月
	クリスマス会

	５月
	外気浴
	９月
	敬老会
	１月
	書初め

	６月
	運動会
	１０月
	外気浴
	２月
	節分

	７月
	七夕
	１１月
	防災訓練
	３月
	ひな祭り


第６.　居宅介護支援事業所

　1、目標

　　　利用者様及び介護者の「自立」と「生活の質」の向上を目指し
　　　ニーズに基づいた総合的援助を行なう。
2、実施内容

（1） 利用者様や介護者からの相談援助
（2） 介護保険に関わる書類の申請代行
（3） アセスメントに基づいた介護サービス計画書の作成
・介護支援専門員1人当たり：39件（要支援含む）
（4） 継続的な見守り(モニタリングの実施)
· 利用者様やサービス利用の状況把握
· 課題に応じた迅速な対応
· サービス事業者からの状況報告を受ける
（5） サービス担当者会議の開催

· 新規、更新プラン変更時
（6） 認定調査
（7） 関係機関との連絡調整
· 行政、民生委員との連携

· 包括支援センターからの困難事例対応

· 医療連携の強化(退院時のカンファレンス出席等）
（8） 定例会議開催
・年間研修計画に基づき週1回の会議を行なう

　（処遇困難ケース　事例検討　ケアマネージメントに対する技術等）

・年間研修計画に基づき週1回の会議を行なう

・外部研修会への参加

　（ケアマネ支援会議　レベルアップ研修　専門研修等）

・毎朝のミーティング

　（前日の報告　当日予定の確認　課題に対するカンファレンス等）
3、運営概要
　　　（1）職員体制　






　・常勤専従5名（管理者　主任介護支援専門員含む）



　　　（2）体制加算






　・特定事業所加算Ⅱ



　　　（3）営業日・営業時間






　・年中無休（8：30～18：00）





　・緊急時は24時間電話連絡可能



第７.　地域包括支援センター

1、事業目標・目的

　（1）地域住民等に対して高齢者の総合相談窓口としての機能を周知すると共に身近で安心できる拠点及び様々な内容について総合的、継続的に相談できる機能を発揮する。

　（2）権利擁護の視点に基づきニーズに即した適切なサービスや機関に繋ぎ、適切な支援を提供することで、本人の生活の維持を図っていく。

　（3）要支援者等の自立支援を行うと共に、一人ひとりの生きがいや自己実現のための取り組みを総合的に支援し、生活の質（ＱＯＬ）の向上を目指す。
　2、運営方針
　　（1）事業の実施に当たっては、関係市区町村、地域の保健・医療・福祉サービスとの綿密な連携を図り、総合的なサービスの提供に努めるものとする。
　　（2）公平性・中立性を維持しながら、地域の実情を踏まえた上で、総合的な地域支援体制の構築を目指す。
　3、営業日・営業時間

　　　営業日　　年中無休（年末・年始を除く）

　　　営業時間　8：30～18：00　夜間・早朝は母体施設の夜間当直にて対応し、適宜連絡を受ける。
　４、職員体制

管理者（主任介護支援専門員）　１名　　　主任介護支援専門員　1名
経験のある看護師　　　　　　　１名　　　社会福祉士　　　　　3名　　
介護支援専門員　　　　　　　　１名　　　　　　　　　　　計　7名

　5、事業内容

　（1）総合相談支援業務

　　　・ 高齢者のあらゆるサービスに対応できる「ワンストップサービス」を実現すると共に迅速且つ安心できる対応を目指す。

· 民児協連絡会、地区社協会議等に参加し、情報交換や連携を図る。

· ブランチ（在宅介護支援センター）との連携強化

· 地域支援会議の開催（年3回～4回）

· 介護者支援のための介護者サロンの開催
· 地域サロン・男性介護者サロン・認知症カフェも含めて（年21回以上）
· 高齢化率の高い団地の課題（孤独死防止、引きこもりなど）について関係機関と連携し支援体制を整える。

（2）権利擁護業務

· 早期発見、虐待防止に向けてネットワーク構築、認知症高齢者への支援、介護者支援を関係機関と連携し行っていく。

· 権利擁護、消費者被害に関しては関係機関とも連携し、講座、学習会などを通して地域住民に啓発していく。（関係機関と連携し年２～３回）
· 圏域内（２か所）のグループホームの運営推進会議への参加（奇数月）

（3） 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務
· 要支援対象者のケアプラン立案。
· 継続的ケアマネジメント業務
· 介護支援専門員同士の連携強化及びスキルアップ（岩槻区ケアマネ支援会議（年３回）・北部圏域ケアマネ支援会議及び交流会（年３～５回））
· 介護支援専門員の個別支援を行っていく。
· 困難事例に関しては関係機関（福祉、医療など）と連携して対応する。
（4） 介護予防ケアマネジメント業務

· 二次予防事業対象者の把握、連絡調整を行う。

· 二次予防事業対象者、教室終了者に対しての介護予防ケアマネジメントの継続

· 転倒予防教室（サロン・自治会・地区社協・公民館事業等（約年８０回）・認知予防教室（サポーター養成講座含む）（年5回～６回）・講演・出前講座・勉強会など（地域や高齢者に関する問題について等）の継続。その他依頼に応じて随時対応。
· 地域住民向けの広報活動（包括主催事業案内含め、適宜）
· 地域住民に配布したマップを社会資源の周知、広報に活用する。
(5)　介護予防ロコモティブシンドローム推進活動

(6)　関係機関と連携し地域支援事業を展開していく。
